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第六章呈珪墳L

兵庫県南部地展動物救援本部の活動史

I" n 内 容

9月<CH IO地哀癸生 終日電話送受信に追われる

1月98日＇こ終 □函話送受信に追われる

|〇対9日木勁物福祉協会本部から活勁資金の扱助をする旨吐H本動物禄hl協会

阪神支部、松田園支部長が連格を受ける 1 

`•口本動物愛裳協会から祓災勁物の保護要詰を社日本勁物栢祉協会 阪神支，

1 部、松出副文部艮に要諸 1 

0柏神戸市欧迭師会廂谷会長に、人阪北垣薬品沢から緊急医薬品の提供●し出

があり、大阪南港から神戸巾垂水区塩臣池入港する予定と．＼IS D●餘人氏か＇

ら雹話述椅

, 0マスター ・.9ーズ＇！ミチ 9ド社 9採iのアメリカ 4社社長から、緊急lざ1際瑶話

が入り社長命令により被災動物の救済のためには●用の制限はしないので全

面女授をするようにと東京本社蒲沢氏を通じて,,,.,戸市挟医師会、旗谷会長

宛に迎話連絡

l IIl9日 0牝神戸市鉄医師会旗谷会長に｀ ［社＼大阪府鉄医師会舘波会長からマスター，

＇面・取村 フーズリミテッド社村の支援について述絡

．八 iIK 'O吐日本動物福竹l協会 阪神動物救裟七ンターではイ国外国人が恐怖のあまり 1

| 

AM神戸 日外避難をするため 1こ劾物を預けに来られ曲析、状慈

9月20H

0マスター・フーズ，)ミテ y l9枡 9株iから スイス・レスキュウ人のフーズは

提供するので、受け入れ準限について検討を要諸

0畔 4勁物囮祉協会 松田阪神支部謂支部長が、県庁に奄話 勁物救熙対策

I を糾談、兵庫県では当面対人対応で勃物対加の人貝余裕なしとの返答 I 
証戸市勘物笛理七ンターには、長出）J面から敬埒間をかけて徒歩で動物をつ 1

I れてくる人があり預かっているとのこと

10曲神戸叫獣医師会と吐日本勁物福祉1紛会 阪神支部 iが、宍災動物救哀につ1
いて相互協力を協議

99‘柘神戸市獣迭師会長、曲□本勁物祐祉塙会 阪神支部H'，支部長、神戸布~役所

衛牛局を訪問し、勁物救裳について協議

神戸市衛生局 神戸市剥物袴坪センター l年こ裳災動物救護施設設問を許可

し9総埋府動物保澁倍坪9日当から、＼財9H木動物愛没協会等の民間のい団体が中

心となり、「兵●県南祁地裟動物救援東京本部．が設箆され、現地 i兵原県'

に対して我拭令、救援物資、人的応裟咋を行うこととなったと追絲

［平袴居］羽日木動物愛茨協会

ぐ大阪北垣荼品 9株！から塩屈湛に巳薬品到若

0社日本獣医帥会よりスイス・レスキ 3 ウの対応要詰

譴幾地区連合獣医師会雌波会妥から、アメリカン・レスキュウは受け人9g| 
れないと連絡

亡 349□ 
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0兵卓県生活衛生課から明 H、牝兵庫県獣医師会、'"神戸市朕医師会、'，IFi木

剥物裕社協会阪神支部、合 lぃl協漁会を間偏したい旨連絡

1月2LH 0兵悼県生活衛生課が礼兵阜県欧医師会、序上神戸市獣医師会、序lj日本助物福祉

協会坂神支綿の代表者を招築し、被災動物の救護要諸を行なう 協譲の結栄

I 次の点について合慈

l，救衷活動ば原則として上記ー団体によるポランテイア活動として実抽し兵

庫県及び神戸市はその活勁の調整・指荘を行なう

2・ 3団体により「兵卑県南部地震動物救援本部」を組織

ふ本祁の下部紐織として、 iI]神戸市獣医師会、計9兵鹿県獣医師会 8支名l；⑭摂

丹・但馬文部）で 9文部を設匿

4, ―時保竹勁物、所有権放泰動物、放浪勁物等の保脊については、当面｀各

助物病院父はポランティア "9抽設で行う

ぶ壮兵原県獣医師会長を本爺長とし、串務局は、当面社兵●限獣医帥会が担

当

（：東京本部合r，1会頑問偏

ON(; o l愛のかえる」東酒F内公園で｝こ20l9L保裳収容との情報が入る、牡日

木郵物福祉協会 獣医師派遠

9月22□|ce砂澤黙獣医師会に本部卓務局を●設

i ] !） 23日 0兵廂黙生活衛生諜より被災動物救綾システムについて具体案提供

報道，取材~一つ＼YS P A 9世界動物保没協会）役貝ジョン，ウォルス氏他 1名神戸市入り

）し同油信 し存む兵卑県累医師会、閉柴部会姿貝会にて二田動物救没センター設立について

朝日新閲 協漆 C於―円市役所｝

j月24H O県猷医師会長から、閉業部会に、阪神地域｛西利、尼崎を含む｝の綿時救護

センターの建設用地探しを依頭

0神戸巾動物笞理センター内に震災動物救護施設の設惜作業●始

[） 1j•H 木動物福祉協会本部に対してテント・ケージの発注を依頓

OW  S P A け仕界勁物保諫協会｝ 19貝ジョン・ 1うす Iレス氏1也l氏

柏 H本動物罹札協会 救要七ンター戟民ウルス・ 7ュニンガーの案内で動物

救護活動 倒壊ピ｝レ屋上に収り残された大の救助要語を受けて出勁 保投

柏 □本勁物涅祉協会の救護センターに収容iii療

l)）2SH | Cボ兵馬県獣医間会、摂月虹l；の会貝から2,000坪の上地の無償貸与の●し柑

C兵原原南部地妥勁物救採本部 動物燕後金n座開設

さくら銀行 兵迪県庁吊仙所 替通預金 3 1 6 9 8 9 9 

9月26日， c二田市と協譲の結果， 2，000坪の土地については付近住民の反対が f乱！され

るため9［念、代粋地として二出市良協布産センター内空地を提示

(う本部の設笹安綱を作成

C原の災害対策本部9こ駐在しているマスコミに対して、原から・兵廂児南部地

口ば8ニ
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哀動物救扱本部」が設匡され、本格実施を行うこととなった旨 記者発本

C〉尼陥市内 神戸市内の救護活動 兵坤区神港忘校避難所で衷詰により蛍度火

傷の猫保護収容 動物病院に寮急人院

|0神叶畔六甲小の南側全壊家歴の下敷きとなっている犬の救護活勁要語を

| 
受け、神戸市勁物管坪七ンター職貝の協力を柑て危除を侵しての救没活動に

より保證

． 

l !129R | C〗 ,Il↓澤県獣医師会から施設の建設について、 1苔丹文部：こ依頼

ぐ11神戸市内の被災勁物が増人し、各勅物却院又はポランティアの施設での保脊

が困器となった，

神戸市勁物笞理センターの敷地内に臨時の救護センターの梁務開始そ

C和神戸巾臥阪帥会 闇浪会●偏し今4度社神戸市獄医師会泊動：ょ、会員救済

と震災動物救浅活勁に限定する旨を決定 1 

~---

， 1月28日

1月29B

令 9この頃の各動物病院及び社日本勁物福社協会 阪神支部に対し杖災勁物救

護要詰、ポランティア名草吝付の問い介わせ 安否確認等の篭話多数

こ社兵両県獣医帥会役月会で被災勅物救沌について協譲

し9神戸市中央区 也病犬の救設活動要点を受,,て出勤、 E標が無くなっている

ために H的地を探すのに骨が折れた 行き倒れ状態の犬を保護 神戸動物救！

' ~セ／ターに収容 I 

9月ふ0日 ，戸田市から悶」、のあった柑地について、付近住民から建設反対があり、当該I
報翌·取材~ 用敗から数百m離れた用地で建設することとした

NH  K 1直 l,.n木獣医師会 杉山会長

共同通柄~ 口本小勁物猷阪師会 宮本会長

叩いい 畔本印医帥会 胡 H総務部長 I 
の記者 柏人阪府歌伝師会 難波会長近幾地区連合欲医師会長）

CII ] 9〕 柏京都府獣医9旧会 祝前会長 西畿地区連合獣医師会副会長9

99バ9ク 神戸勁物救没センター来訪

叩，4戸〔［広報ポスター（案内 相談） 改舌）版印屈'1 5切 部
| 

羹阿県下及び神戸市内 9虚寮可能な勁物病院について）
| 

i l 113lR C渇l9兵歴県峡疇会，閲柴，選任合1,l委貝会開他、摂IJ支祁が中心となっ

| 7バ＼ し京都微生物研究所淋からワダチ心伯提供の申し出を受 tる 1 

報道・取材 て、三田市に勁物救護七ンターを建設することとなった自 （解が行られた

|NHK I頂 l9日本獣医師会 朝口総務部長 1 

直廿1現代 医廂品 医療器具についてば日臥を通すように指小を受ける

lo, Kc パリケンネルを今 H中に20台神 Jコ蕊物救護センターヘ柑ける伝連絡

| 
C測・ロ今勁物要渡協会 会田氏浜庵県南部地浜動物救援見9［本祁宰務局長］

L -—;:［王［三賣：送［／テ旨／：緑こしを｀こ: - J 
□ 3心口
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神戸市東涯区内全壊家屋から 2 週間振りに悪条n~ のもと犬救 lli 収容 i7 ジ T

¥l司行取材 9

ぐ戌団体の代表者並びに兵庫県及ぴ神戸市の相当者による会識を阻備

＂じ 5者による「代表呑会活．をl随時閉悩し、今後の木部の活勁内容を決定

して行くこととした， h協滋・決定挙項l

1 ・ I月21日の会滋を「第 l回代人者会議」、本 Hの会議を「第 2回代表者会

滋．としたし

2 ・活助は、芙援、で行う。

3 ・車務局を県立産栄会館内に世き、享務局長を屈用

車務局門については、 31寸l体から 1名ずつ派遺するし給与は、各団体が負

担9

中IP巾， 4・ 
欧医師会＇

各団体から］名ずつの会計藍杏を選出し、会計の適TiLを図るシ

また、 1 11 20h円以内の物品の店入等については、各団体の貢任において

執行するものとし、"''仇円以卜の物品の酒人等については、享前に代

表者会活での承認を得るものとする c

： 旗谷

，日本勅物

福祉協会 5 ・ 三出に救没センターを建設すべく早急に計西吾

阪神支名9, を作成し、エ車見9点を行った後、代表者会漉で検討することになった、ま

た、造成T写等に多額の衰用が必要であることから、本部直轄のIK設救護

センターとして整備することに決定

松田

報荘 取材

読売新聞

2月3「[

報逍ー取材

CH a 
KHK 

東京新聞

6~ 当初決定した文部を「和兵坤県臥医帥会支部」、・社神戸市猷医師会支部」、

l社日本勁物稀祉1乃会支部」の 3支部に変更い今後の救援活典について

は、各.k部毎に百1画し、実施することとなったっ

※ 活動に係る実抽要領ば、各文部毎に作成し、剖動の白任分担についても各

文部毎に体系表を作成するぐ

c：柔災前に不妊手術実施したが飼いキの所在小明となり返震できす廿iっていた

猫の創い上消息判明返速

し 4 ~ 30F MT  V放送と同叶に寄付等の奄『9牧到

2月 4日に）財・ロ本勁物愛設協会 会田車務局長 神戸勁物救浜センター来訪、 ldI氏に対

Iぅ箋桜金及びペットフード等の支援を強力に要i9
こ）神戸動物救哀センターに収容している勁物のうち所布権放棄動物の旦親捜し

昔手

0令良凩 金沢獄医師 人阪の団体から谷●された毛布等を深夜に搬入

！こ冷,,戸市東灘区本山中町

全壊家屋0;中に取り残されたゴールデンの救設9舌動要諸を受けて出勅

翌寮●勅科の危険を侵しての夜問竹柴の結果l8且振りの救出

「デュ 99」オス 6ヶ月令 直ちに待機中の礼神戸市獣医師会、会貝の勁

物病院に収容

仁 35on 
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2月5日 ご財旧本勁物愛護協会 会田圭務局長 神戸動物救護センター米訪 I 
戟道取材〇拍 R4翠医師会朝日総務部長より袢材の入T状況について報店が和神戸巾獣

よみう 1J 迭師会会長にあった

憫日

口；；ふ巾獣医師会長＿，良林水洋省白益謀街生係小原氏に神戸動物救説セパ—
＇報道取材 助物収容状況を説明

l 

屯 91'・e,1ぞ神戸市涸区仕吉IIiで長期浮浪のほ病）し保没要治

朝日 この時期、神戸市朱雖区愈9府町付近1之被災動物多数と記録している

H * 1‘¥： ! 

2月 9日 こ吐大阪巾獣医師会長 鉗 l9 え•生 神戸動物救設センター米訪

戟逍•取材 C夕刊ふじの車実誤忍記宰 9こついて吐日本獣医帥会から吐91p 巾•：医師会、

愛犬の友

キッスFM

生放送

よみうり T

会長に連絲

2月 9H |〔経迎府武）l耳務官、野）［旧 神戸勁物救凌センター木訪

国道収村 C9)』9都● 化学，"よ 9)神戸勁物救澁センターヘ生化学分析器の無信貸加）申し

ほの丁帳 出を受ける

女杵セプン こ吋,,兵
g'，本部の設匿及び焚綱等の説明

,'，団三出救渡・ヒンターの建設について説明、当該センタ'.の管理遥営は、各文部

がローテーションにより i)it心

派造会貝は、各文部長が古jrをも 9べて頑●

§‘三出救姦センダーの所長として県獣西呂支部の）、内氏を推胎

2 1」lon 9,．3同代表者会漉開羅

I茄哉，決定串項］

L • 一円救設センター所長 9こ人内氏を決定

？ ・串務局長に大坪氏を決定、車務村貝i名を哩用（無給は、栢祉協会から派達｝

ト1p救哀センターの松l蜀 9欲医ll町、卯荏氏を 2月 I日付けで届用

(2,tl、神戸市獣医師会長は吐禎浜市庶l笑師会、民底県南部地哭勁物救援来京本部、

杜口本猷医帥会、ポランティア窓口杉木獣医師に ',t9l的ポランテメア戦区師

派這について霞話要雨

0人阪府止人学棗学部煕医炉科疫学諾座 小野教授より学生ポランテ，ア派遠

要語文苔の送1寸仏頼

| 

i 
9月lLH |C序lj大阪市欲伝l9匝会鉗蛤会長 神戸勁物．炊汝センター来訪

恨迄•取材

神戸新問

- 359亡
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-----. 

週刊新涸

ABCTV 

朝日新防

升~ンケイ

選TIJ文芥

. -------

2月131::1 ,eこ牡； H本勁物福祉協会職呉 和貝歌医師現地派遠

報道』取材
-------
C h 4 

2月）4日 0第 4阿代表者会浪開催：場所：二田救渡センタ--)

三田動物救袋センターの被災動物の収容南始は 2月lGHとする c,

2 !J15日 〇社神戸市獣医師会長訊：横浜市獣医師会，兵暇児 I幸国地沢動物救捏策京本部,I 
報道〗取材 叱日本獣医帥会、牡； H本勁物病院福祉協会、ポランティしア窓口杉木獣医師に

C h,1&10 ポランティア獣医師派涅依頷文杏を発送

----

2月161:f こ川崎 rliポランティア馬培獣医師・柏 H木勁物福祉協会1派造 (1J和艮獣医師、一．

出勁物救投センターに者任

------- ------

2月］71:f

報道・敗材

毎日

2)」18R
報道月取材

毎日

TV朝n
--.. 

2月団H i（こ神戸勁物救澁センター冤話 L回線増設

2月2］日 i

報益•取材 I
サン TV'

時串通信

北海迫新問，

↓ 

9月22o ! 
毀 酒取 材l 

朝n新院 i
I 

2)J 2SH' 

秩道・取材．

n 952― 



第六霞資料編＿

「

(: NN  

読完

HヽK

2月24口

1,.逍取材

0サン TVスタジオ生放送出演

横成 3団体代表

Iサン 1’V.

―-,  -
, 2月29H|C)第 5回代表者会謡朋悌

I 
西99救後物音保脊舶設廃止

'ows l'Aから咋土日本動物福村協会に寄贈されたトヨエースパン新車

表活動に活用されるぺく神戸9Ii物救設センダーに屈<

,,月28B,

1恨迫取材

1禅和l苓□— ― ―•一一
3月1日

報道・取材i
京哀浙朋

血H新閑

一~→
| 
’~ 

救物動

~ ~ 

1. 
, 3)） 3 11 OW  S P Aから封贈されなトヨエースパン新卑 這動物救没センターに9環 l
l報追取材 I 
JBS 

？月））日 （冴,n本動物福祉協会 渋谷孝務局長 神戸動物救護センター来訪

| ・---------

3)l 9 R |0第 6回代表者会議

Io:4月以降の二m救護セ／）一の菅理は 布給戦貝 3名（所長 1名 その他 2

名）を中心として行う，

②現在の999日救護センター；臨時救設センター〕を廃止し、隣地に用地を確保

し、似設の救蔑センターとして竪惜すふ，見稜もりを？念にとり、次阿の

！ 代表者会流で決定すふ）笞埋は、有粕職貝 2名を屈用し、神戸巾腺呉）名、

神戸市欧会貝 l名の 1人を中心に行う，

ふ今後豆我への譲9度は、原則として神戸救惑センターで行い、―•田救誕センター

は、保笞のみを行う，

這有性枚棄勤物の雌 9こついては、●別として避奸手術を施した後、譲没する，

| | 費用については、実脂獣仮師に対し 救援本部と禄祉j幼会が折半負担決；上 I 

3)） 9 H O,）l H本勁物紺忙協会 渋谷享務局長よ })l000万円援助と連絡を受ける I 

, ＿ 

□ h3に



第六章黄料縄

3 11)5n.0二田動物救哀センター ケージ数小足につき補充依桁布り

こ考援令郵便振恰II座開設 俎行口日夕は揉込者の仕所が判し）難いため

［兵鹿児 l丁出張所という支肝名の説明が囚難であ 91

※ii 口座●設に当たっては山木るだけ名称を梱単にするか良い

3月2↓H|C4名［会誨 於；明白動労99祉会館

3月25日 0神巨動物救護センタ一新パド,,式動物収容施設廷設渚工

3 1」29日 0本部会譲 於；垂水水産会誼

3月98Fl |〇’柑日本獣医師会鈴木副会長袢戸勁物救浜センター、＝田動物救護センター来品

0三出勁物救哀センター小火発牛 収容中の猫l9匹死し

3月29H| c•―者会譲 三田センター串故について協諾

取材

畜産新報

3 1」30日！〇余良県高校生VTR収材 余良限行政熙医面と来所

°"•H 本勤物祁祉協会本部よ 9]l000万円振込について連絡あり

3月39B|0権利放棄扱いさ約苔苔式丁直し

9)） 8 R 

4月 9H :9引：横浜市猷医師会松合会長、中）99副会長、鈴木理字、祥戸動物救荘センター米訪

4 H 1[9□ | 0マスター・フーズリミチ y ド杜味，のアメリカ 4社mt艮 袢p動 物救 応

ンター来訪

4月lSH

！取材

ラジオ~短波

ぐて田動物救澁センター新パド 99式動物収容施設迂設若T

0代表呑会海 兵距県荏業会館

つ午前中神 p市沖l、神戸市歌.,汀会杯上 H本動物福祉協会新施設について協染

ぐバ］本全柴工業忙 小含仄よ汀犬用ワクチンの箭恨1始供の中し出あり

l l」l4日 こ9神戸勁物救浅センター収容知濯犬病予防注射虹炭出について協該

ロれ,,戸市、社神戸市獣医99会・オ[JH本動物祁祉協会

AMt9戸

L~ 9 354 



4月15n 
l k‘l~ v取材

9n狡99シカ

4月18E

AM神戸

第六車肖料網

l月21B | Cマスター・フーズリミテ 9 トネt［株：にテータ整理を依頼［無佗9

4月22n |0加束京都動物保汝笞埋湊会 宮m煕医II前神戸劫物救表センター来訪

4 1121R |Q1f山本勁物楕布協会本部に猫含落伽のたがこ姿金文投を依頼

l月25日

取材Uお

誦J¥「［論

4月28H O況滋賀県獣医帥会 和田会長11戸勁物救西センター来訪

X II K 

9 4 1」29R 

朋西 TV

4 11 3O H 

問西TV

sll JR IC代人者会談 兵●県産業会館

i取材

神p新聞

5月2□ 
取材

NHK 

5)I S H |し大阪町大 太田助教授、人慌助教授 来所

5月 SB IO兵眠児・神戸勁物笠理センター.,［神口巾獣医帥会”牡□本勁物和祉協会・

遥営協流

這 L吐i|0代表者会漉 兵●県産染会館

5月13n |〗れl：戸劫物救護センタ一新施設完成 新施設に勁物＇,犬 9人移動

「’355
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5月94日 こ｝新稲設に動物 1猫｝人移勁

：）二田動物救喪センター栄雨により施設のー音部に被害を受ける

5 1]15□ |0三田動物救護センター被害状況現場調査

5)）l9R |（土日本釦物福れl協 会 束京木部坪串 2名、宰務局長、両センター来訪

5月18日！こ〕代人者会膝 兵庶原のじぎく会館

取材

YTV 

5 !！ l汀 i'9近畿地区連合獣医師会 雌波会長神戸勁物救護センター来訪

5月23H

取材

神戸新問

5 1125n 0常陸宮設下・妃股卜神戸動物救護センターご来訪 u

各社 TV. 

紙面取材

, 5月29日 0宮家より小犬巴親受け 9ヽ れのお ll9し出を頂鼓してお見合い写頁郵送，

諏t,__I"劫物含に空調設慌設苗

説売新問 り盗難防止装晋しセコ』、｝設•~

： 6月」 H 0 忘円 ~g家より宮務官が子人を迎えにご来神

6月 3日 □研円官家妃殴下より［大のお礼のお言業を龍話にて l貝載

読売新閉

6月5日 |0吐 H本勅物福祉協会戦貝山 II欲医師神戸助物救哀センター来所'，695噸 '9}

6月8□ 
猫の T阪

：毎H新閉

神戸浙聞

明日新朗

NHK 

ラジオ人阪

ー］、 レビ

6)1 9日 （う社日本動物福祉協会職貝 止口獣医師 ―＿田動物救浜センター来所

朝日新問 (6'9~69lll 

6 II lon 

し」'"''
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---

朝1:l新囲

神戸執陀
--- -----

6月121:J

取材

廿ンテレど

ラジオ問西

'(]月 13口

i →tンテンど

切：日新聞

----------

6月」41:l

取材

N ll K 

毎 l:f新朋

サンテレピ

6月151:f

取材

サンテレビ

7ライデー

. ----

6月1t1日

サンテレビ

ベンハウス

口本経済函岱i

読売新問

征H新聞

n+経済祈叫

6 1] 22 H ; 

ペンハウス

--

6 !」 23H 0木蔀会諜 於 (1）じ苓く会館

Ki,;「t,I

ペンハウス

6月24日

ペンハウス

セiヤfie;ダ

神戸新閲

-,,,LJ 



第六草 貝料誦

6月25□| 
ヤンbci

神戸新問
| 

ー・

| 6)129H 

| 
＋ン、Tレビ

毎日新朗

H本テレピ

〈9林良悔東京大学教授と l0月22Hのシンポジウムについて協滋

6月30日 0竹内啓山口大芦教授、林艮博東京大学牧授、杜日本洪医師会莉橋課長

l 松含序lJ横浜市獣医師会長、太田大阪！付立大学助教授、大橋大阪府立人学助教授l

神戸勅物救袋センター米訪

一

， 

訟 Hのシンポジウムについてシンボシウム運営委貝会開偕

6 H ド旦：材 H本動物没渡l，¥会、会田卓務局且、神戸勁物救護センター木訪

" ど

I 

旦
〗
汀
[

-
e
l
l
C
h
-
U
I

↓
 7月9H 

| T i 1’9入こi

iテレビ毎日＇

——, 
? !1 12 n 
詞、レビ 1

9月l4□ | 
l河内テレビ 1

l 
9月21日

9,91:91現代
~ ~ 

[9月？2日

7 11 24 n ,-:'，1 ［ム・拘産設協会，；て 9!ll'雑汲生と坐談会 1•il9ii庁哄印百会会長ポう i ティアIt}へ化野さん- _| --- - -

0近骰地区連合献に師会長会議にて引き続き勁物救援活勁支援の要雨

i 

ー，58L -



7月95日

関西ラジオ

A¥1神戸

第六車黄料編

7 9126H 0大阪府寸大学太田助教授と笹界猷医学人会及び阪神・淡路大裳災ノンポジウ

ムについて協議

9 1127H ;)本部会諾於県す産棠会飽

9月31日 0二田勁物救護センター新施設完成

8月8日

3)［9戸渓,,

8月10日

試売テレピ

8月12日

，ト i,9イぶ

8月13日

説尤テレビ，

！ 

, 8月19日 iC世界獣医学人会及ぴ阪神，淡路大英災シンポジウムについて協我

8月l8n

廿刊スポーツ

叫H新聞

8月20口
インプヽ・ト~

どジコン収99

I--
8 1124 H 

i産経新聞

ネコクラプ

8月28n |0世界熙医学大会打ち合わせ会謙 於 横浜巾

~ ~ 

OJI) H IC勁怜汰施行20固年及び世界掛液学：大会開催記念勁物シンポジウムにてパネラー

として 3名参加

L"" H 10皿界獣医学大会横浜にて一骰mi9で 3る発表

□ 99り口



第六章黄料綱

, 9 1」12",o和 li会話於のじぎ（ 会館
,_,_ ! 

'月 l4日

毎日新別

Iミニコミ誌

● 9 ’  

しに参加

l I 9)122H O大阪府立火学太田助教授と阪神・淡路大柔災シンポジウムについ噂命 ， 

9 月 23 日， 0 兵串累冦野保促所及び99路中央保淀所キ慨の勁物愛没週間毎棠の一環とし〗
保衷勁物の●親捜しに参加

1'--’-------
9月26日 1

読売新問

I,月29日 I ，~大阪府寸大学太田助教授と阪神 淡路大震災;:-;ポジウムにつして協茨」

9月28n

i毎日新朗
＿」

9月30日＇（〉兵南県南部地柔勁物救援本祁、動物義援金振込「いい世閉錢 l 
, 10月1ヒi
1,7——- ----―- - -

[ | 9 10月3日 0米国カルフ 9ルニア大学、リネット・ハー｝教授神戸動物救閤センター釆商，

北陸枚込ピ）脚日本勁物愛護協会会出卓務局瓦神戸動物救護センター来訪 ， 

1女性誌 ， 
国 AY」

| I0月9日

i門＿K―|口
1(9月22□.-「兵商県南部地裕勅物救援本部」と．と卜と勁物の関係学会」の共催による阪ヤ,,

・淡路大震災シンボジュウムを開備 於 神戸文化ホール ！ ’|  -
il0月23口 0総狸吊、● ，1限動物保護行理協会、川崎市、神戸動物救西センダー来訪―→ ----------------------~ 
l0月3OR

I NIIK 

.. M ご



壁六章且群斗碍--•一

l0月 3日 ぐ，、本部会譲於應立を棠会館

NHK 

[1月 1日 |0稔理府・・ 日本獣朕帥会・疇県南部地笹動物救援東京本部と兵庫県南部地

宍動物救投本部の逗常について協謀（於・況．R木秩医師会：

l1月 6□ |0心□4勅物祗引lt幼会英国委貝会コーペニー氏夫妾礼l9戸・一円両センター来訪

U/j,R 10本祁会漆
~ ~ ； 

11月8H こ東京都動物笞坪センター戦貝神戸動物救護センター来訪

19戸復屈祈閑

-! 
1」月 12H O三出巾良業祭にて被災動物の王視探しに参加

尺）山口県下関市勁物愛詞団外の愛泄週問行串として震災勁物救哀活動について

謡i9依頼 松田副本部長派造苺演

神戸新朋＇

英字毎日祈問

毎H希草新閉

二者会話

- - -i 

"月 18B|0勁物臨床限学会年次大会要南・於・大阪国際交流センター・被災動物救汝i舌

助料告

吐神戸市煕医師会会貝 市出臥医帥沖l[p勁物救護センター長！

ll)12on 0111」よ口•-•田動物救護センター砲設閉組につき

犬 4匹・猫 2l9しを神戸勅物救柔センターヘ移送

:Ll)j29日 に〉ll)I人n＝円勁物救誇センター施設閉99につき犬 4匹を神戸勁物救護センター

へ移送

il)）22R |O―者会食

9L月26H

SHK  

女性セプン誌

_ 3a _ 



l 
— ー、 ー・ 一 — 
il)） 29日，
SHK I 
女11セプン誌

フジ TV

第室＿黄料縛

~—| 
l 

| 

且月 28日に911月末応田勁物救浜センター稲設閉毀につき犬 3匹を神戸勤物救護センター＇

フジ TV 

NHK9ば

女廿セプ9誌1

へ移送

/j----，- -•一
11月29日・ i注静岡市咲医師会、神戸劫物救閤センター来訪

l 0三者会議

l l 
11月39R 「)ニーズの減少により三出動物救霰センター施設閉鎮~'"."__ -_I  

- -•一~一~一~

,l2月5H :（9兵忠屈i令i部地笠動物救援本部会議・於 兵油娯貶朱会館

＇し2/17日 、こ兵串県l有祁地妥動物救授本部会譲・於 兵廂印芭菜会館

l 、一

,12月12n|2兵底県南部地委勁物救援木祁会譲・於 兵固県産案会館

| 9'-9 99’’ 

'：V TR竪作 I

' '  i月 9日 1

| ”ィー'， l埒"
＇ , ＼ T R9ii乍，

>

l 

＇ 

- - - ―  

-----一
兵悼娯産姿会館

7 3釦 □

| 
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---丁~

1月1；； H

T B S 

9見月

南打嘩閉札

---.. 

1月16日

関西1V 

1月28日

Y T V 

-

2月 1H 0三者会識

C栃木県勁物愛設指溢センター 2氏、神戸動物救誕センター米訪

2月 2H 

む汀•北乃』

2月 6日 C兵廊原南部地妥動物救援本部会語；・於 のじぎく会館

---------

2 II g R (：9総坪府、序1,：H木致医師会、兵単県南部地英勃物敦援東京本部と兵卑県南部地

だ動物救援本都の運営について協『伐 於 l財：日本勅物愛護協会

．．  
＇ 

2月11日 c:¥9者会議・於・県老築共済稲合述合会阪神家白ー診療所

---

. 2 !J 12 H C]兵巌県南部地裟動物救援本部収容の、披災勁物誤渡先現状追跡調査実廂につ

いて勺杜l日本愛玩勁物協会と協議会

----. -- ----------

: 2)」11R

--- -------.  - ------- ----

0宮城県勤物怜迎センター ー氏神戸勁物救汝センター来訪

0ポランティア代表とーボランティアニュ～ーズ 紙発行について協菜

愛犬の友杜

2月191:f

？う，＇シュ誌

2月2Gl:f 0京京都且黒保健所、山形県長井保健祈、神戸勁物救設セ；；夕 S ー米訪

| 2月22日
ぐ）曲兵南県煕医師会、神戸支名I;創|｛稔会・箆災動物救設活助報告→松円而」本部長

詰箭

硲3「9



墾六邑泡匹 ＿ 

［月2―n|（)兵●（『南部地委勁物救援本部会議 於 兵原県産業会館
-- -

3月29H |＂総坪府武井氏、和 II氏、兵卑呉南部地震動物救援木邪へ来訪

- -

| 4月7日］（＿）三者会哉・-t 、

~-神戸動物救泄センター

| 4月 9日 C総理府、曲日本獣医師会、兵府累南部地妥動物救援東京料l；と兵南限南祁地

一

I ~勁物救援本部の遥営について協該 於 廿日本動物愛裳協会

ヒ4月l゚□`成花見の会、こ橋本総理大仔の招付を受ける 於 祈宿御他

桔成 3団体代表、総珂府、序l、日本笞、医帥会訪問懇訣

7ードの無慣捉供の申し出

,1」］ l9 H 
l n本 TV

神戸新問

I'.)巴親追跡調査作●若手

lC近巌地区足至合獣医師会、会長会議で兵●県南部地淀動物救援+部の近況報告

「 ---t- ―---- •- -... 
4 ll28日 C大阪府立人学太円、大橋助教授と救段勁物デーダーの処理について協滋

5月2~a神戸市役所保健町！•局長、神戸勁物救護セ／ 9-釆訪

lキャ 9ツ誌

「― |-9 - -• -- 9--9 -._·——,—------, 
5月9日 9,）兵迪県南部地震動物救援本部会譲・於 兵庫限茫業会館

＇ 5月16日

東京

キ豆 9夕'’一,,,, 

0総理府、吐日本獣医師会、兵洞原南部地妥動物救援東点本部と兵鹿児南
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神戸動物救泄センター長、三出勁物救要センター長｀現地本部享務局長

兵庫県、神戸市、

りニ
吐兵卑県獣医師会長、札神戸市朕医師会長、和n本動物福祉協会

阪神支祁罰I支祁長、現地本部宰務局長、

0 兵阜県市部地哀動物救設東1;9本祁
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動物救護活動を振り返る

神戸動物救護センターの立上げ

無い熊いずくしからの出発である」

艮崎、北海迫守においても）、変であったが、この度はいまだ経験をしたことのない都市市

下製の人哀災である，都市桜能が完令に麻坤し、その悟雑源はテレピ、ラジオに頼るしか

なかった。 11p巾猷疾9事会会目の殆ど全てがその被害者となってしまった，

会目の被害状況の把檻もままならない，とは三＇，ても，剣い上とはぐれ放浪している勁

物逹，倒壊した建物の下救きとなり、低つき遵雌所の 7」 9ス9こ繋がれ，ンョボクレてい

る被炎火がやたら且に付くこんな状況，、［こ私たも臥灰帥が勃物たちの保護収容，治療につ

いてマち卜がるのは当然であった， 9＇［分達も披害者であり、会貝の被岩状況調査もしなけ

如 1ならない，救歪活動と l石I将に出発したと口っても過臼でばなかった，

まず、用地は神戸巾の奸慈 9こより碓保された しかし、動物の収容施設がない，市内の

殆どの交通、通信手段が破壊され，日常生活が復能しない状況での助物の収容施設確保と

なるとなかなか誰しいことではある，誰かが典業用のピニールハウスの利用を捉余したが、

それを入丁することも俄には大変なことである，骨となる鉄パイプは何とか寄せ渠められ

ても、江よ生産のピニールの確保ができないc'常口頃お付合いのあったれl9!，市西嚢協の松

浦副組合艮に相談したところ、 nμIやにピニールハウスの黒伐提供と、その追設方法の指j.

までも快<il9し出て頂いた」

早辿、会貝の手配によりトラ yケを借り受け、召材を瓜きに行き、）、変な交99渋滞のな

かを目的姓にたどり若いた：すでに連絡を受けたれ[9F市猷医帥会の会民が沢9廿●まり、今

や涅しと竹槌 l，てくれていた」

令貝がピニールハウスなど住てたことはない•松原氏の指#‘指揮のもと釜鉛やペンチ

を持って作業に取り掛かる J 先ず、歴）姐店漑を造り糾みすてて行ったが、何分にも全く

の索 I、の祟まりである，口がとっぶりと等れ、頁暗となり、京風の吹きす:ぶなか、缶コ・・

ビーを飲みながら頑曲 99たが、懐中宜灯の光では1t●は無珪である，とても 26 R -nだ

けでは仕卜がらないにも拘らず、何としても 29 Hには勁物救汝センターを稼勁させなけ

れば、会貝の病院には剣い j：不明の動物や負筋した被災勁物であふれている，

2 9日’l後よ，）ハウスの仕設幣伯と同荘進行にて動物収容を開始したが｀ケージが全く

足らないし猷l反I面会会貝と日本動物福91協会会目から急海潤迄して急場を凌いだが、瞬(

尚に曲杯とな，てしまったし

特に収容勁物の脱たには一番気配りをしなければならない n ゴルフ練営燐用のネ 9 卜を

借り受け、 19間に張，）巡らせた，全国から馳せ参してくださったポランティアの方造は哀

袋でのゴロ牡であぅ I,う約 力月後にはコンテナハウスが人千でき収容施設らしくなった

ニ3り9□ 
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が、プレハプ・パドソク付の執施設ができるまでの―ーカ月半、このピニール・ハウスが大

活蹂をした．：大震汲の発牛が●冬期であったため、比教的手当のし易い曖房対策に留ま—9

たこと、爬虫晃の保熙依軋）がなかったこと等が、幸いしたと言えるし仮 9バ令え込み対惰と

してビニールを二 9にしたり、結露を防 Iするためケージを毛布で覆い1足溢に努めたー火

災には特に注意を払い、ぺ 9 トポトルにお渦を入れたり湯タンボによ，'暖をとった，保護

した勃物にとってより良い現地をと品人限の努力をしたが、中には沢山の動物が収容され

ケージ飼産のためかストレスが溜まり主として動物出し入れの時のポランティア達の咬伝

卓故に悩まされた<

振り返って忌いますことは、多くの方々のご協力なくしてはこの享業の完結は無かった

であろうと•-‘うことです＿改めてご尽力を浅いた令ての IJ}こ心からの御礼を申し上げます＿

（社）神戸市獣医師会獣医師安福巌

□ 9が口



勁内だ祉の向上をめざして

「/1 9七R」、この忘れられない Hから

年を迎えますr 団（間に返き去りましたH

々を振り返って思いますとき記恒にないこと

が多いのです。文字に留めたことを見ますと

他人の記憶を兄ているような感じのこともあ

るのです。当日と翌Hは電話追格がなんとか

可能でしたがナ九Hには発信も受信もできな

くなり、安否と勅物救楼活動の連絡を取るた

めに公衆淫話まで車で9Fitつけ、並んで順番

を行つありさまでした仝当日は逃げた茄の十ll

談等でよそ様の動物の心配をして、 l~l1ビの動

物這に汁意を払う余裕もなく、我が家の猫の

脱走に気1Jいたのは午後でしに全てのサ y

シ窓は口 9クがしてあり安心してたのですが、

定勲でロックが外れ窓が開いていたのです，」

この逃げた猫はその後四 ln問行方不叩のま

までしな，ある日、ふと気付くと我が家の追

を狙99ているのです勺彼女が体験した苦雌の

日々を物語るようにやつれていましたが、元

気に伺宅してくれましたのでほっとしましたs

無我夢中で走9うたのかも卸れません1 i，J屯も

捜し歩いたのですが姿もなく、待つことしか

できませんでしたc 「プ ‘9シィ」と呼びかけ

ると一瞬逃げようとしましたが、気付いなよ

うに抱かせてくれました。

他の猫達は逃げる気力もなくしたようで、

部歴の"に寄り添っていました 私の休んで

いる 附で）こ達が一斉に吠えている声を問い

ても身動きが取れないのです，揺れが抒まっ

て犬達のいる階下の部屋に9和tつけ無車を確

かめ、文と共に床に落もた物を急いで片付る

のに大変でしな幸い家歴は無串でしたc し

かし、この日から新たな修業が始ま 9汀たので

す， l七日に取り敬えず京京の長理単に動物

救護センターと支部の大半は無串であること

を殺告し、 1八日に JAWS本部、十九日

兵産県庁、神戸市役所、獣医師会と坦話連絡

を取り、勤物達の救熙活勁体制を話し合いま

9 1 36り
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した J.¥WS阪神勤物救護センターダ9水の

心配もあり間い合わせたところ、近くの寺で

費い水ができると閉いて一安心 恐怖の余り

に国外に遥難をされる外国人が勁物を預けに

来られるので犬舎が滴日大忙しとのことさ

救没センターが煎卓であれば、何よりありが

たいことです，私室のサイ Fポードトのポン

フォード先中阪神動物救護センター創設者

のお写室に感甜とこれからのご加殺をお祈り

して、救共センターのことはウルスさんとみ

よこさんにおfrせすることにし、巾内の救菜

活勁に専念しました，会目の多くが被災l,、

末什訊動ができる人数は位かです，それでな

くても有り余る人数でi百動をしているのでは

ないのです，少致であっても貝ダ）末仕9舌勁を

心得た）、々に文えられていることか阪神支部

の強みです，日常泊勁の経験と知識が多いに

役立ちました，

市内は卓の定行は燕理だと聞いて、急逢パ

イクを買いに定ったのですが、 台残ってい

ろだけで悔種を選ぶ余裕もなく、服売）占土に

無91をお卯いして直ちに芍鉗をしていただき、

神戸市内へと出かけました，四輪卓iこ憐れ，t
おばさんが 1年 Hに采るパイクは恐怖に近い

感党でした、 01豆じ lキロ， n頃お世話になっ

た致医1町をお見舞いし、市役所で活し合いを

して、しかも中央区内で避雌者が捨ててい,,

たという犬の救護を頓まれて、段ポール柏iこ

百だけを出させて後ろの狭い）封台にくくりつ

けて走うたのです，焼け跡の追iま瓦森に翌わ

れパイクさえも通れないのです，焼けたトタ

ンや板を引き吝せて辿路を作りながら｀しか

も、一人では毬せない瓦諾のあたりは助けを

求めて前を走9，ていた男の））がパイクを除り

て手伝って卜さるような有り様だ3 たのです，

それでもパイタは歩選を走れるし、渋滞で剃

かない巾の間を経うようにして抜けられます，

信号もなければ交迎法規もなし、妍享1こ峙れ

たのが小息滋なくらいでしたパイ 9での出

勁は一Bで懲り懲りでした。渋滞しても動物



を策せるには四輸卓でなければ不女です：叩

nからは払削訓練の切日でしたヘア素一時間

で走れる距雌が立～フ＼時問かかるのでも疲

れきって儲宅しても余哀が不安で衣服を者た

ままコタツで寝てしまいますc 我が家のある

この区域は、停咤時問も短く｀ ！IF’水があり、

プロパンガス、 トイレは汲み取りという出舎

弄らしが幸いしH常生活：こ9まさほど小便はあ

りませんでした食柑品は瞬く間に売り切れ、

特に水は手に入れるのにとても苫心をいたし

ました。被足地に遥ぷためのタンクも完 9)切

れ、会貝さんにお願いして届通していただき、

他の会貝宅：こ逗ぶと行った具合でしfこ勁物

達の7ードも平索から貯えていたお険で被災

地に配ることもできましたしその接：ょ、全l*l

の枠様からご寄囮いただきましたので、 J、約

の方々にお虻りでき皇、んでいたださましたc

改めて深く感湖いたしますし特に・自然と勁

物を考える市民会活 i「拾て猫防止会の皆

様には組織だ戸只 ました，厚く

御礼を申し 999ます」

一月 I 日、和兵席県獣医師会.,［神戸

巾取迭岡会・かt，n本勅物祖祉協会阪糾9女部の

二者が址体となり、兵単県、神戸市が協力し

あい 兵序原南部地柔9け物救援小邸」を沌足

させましたっ二 lt日、柑9]i市北区神戸市動

物笠理センターの数地内に「神ぃ劾物救共・ヒ

ンター．が神戸

ご奉11によ：9設立され、神戸市改医師会と J

AWS阪神支部が令国のポランティアの）パ

のご協力を得て共同迷営の活動を開始しまし

たマスメデイアから報逍文援に対Lても大き

な反響があり、 T＼放映の後ではり後十叶頃

まで寇話がなり止まず、娯しい悲嗚を 9げた

ものですっ休みましたのは本年一月現代まで

風邪で起きられなかった＿H間と休日として

旧いたのは二Hです。それも、休日のー［］は

人雨OM という布り

様でしたこ他の一Hは今年の元日ですか終日

人掃l徐：こ吾やしました 退営に携わるものと

口切？口

第六霊貢料編

しての支任とご協力してくださる h々 に対す

る感謝の気持もが原動力とな '9、これまで大

過なく過ごさせていただきました。また令国

の杵様からお寄せ頂いた動物に対しての愛の

祐策であ 9)ます＿憶三千力＂ ［十＿月末現在＼

のご寄付と物品のご寄19と、大切なお時間を

割いてこ参加くださいましたポランティアの

杵様のお稔さまで当本部は順i9：こ退営をさせ

ていただいていますし改めて心から御礼,,,し

999ます。た災直後は＃汽に溢れるれた人々

の心に触れさせて頂き、感激いたしました＿

一方、乗近はl1l迫：こおける●心乎も●llが変

わり、字実をl廿lげたり輿味本位で無頁任な報

道も H立ちます，とても残ななことです一望

まぬことではありますが、今後に発生するか

も知れない災害に対する国民の関心を考えた

とき、人きな不利益となるであろうことを憂

いますーイ,jもしなければ非雌をされることも

ないでしょうが｀幸仕活動を行ったことが

糾弾され、それも、当車者の弁明祝明はほと

んど無視されたものであれば、後に読（人に

不安を与え行勁を控えられることにもなりか

ねません心甘り阿のない卓業に挑戦させていた

だいた当卓者の感想として91iし9げたいこと

ふ「文行可能な範囲で将木の勁物福祉の向

I：こ繋がる共窪ある提百助再jであっていた

だきたいと言うことですーき忘を喪失した殺

逍や l咀！と吾う逃げ路を想定したば印象の

定者を狙った文幸の公衷9こは怒りと言うより

も、人としての思い遠りの無さに悲しくなり

ますし特に第―者として客観的に判所をされ

ますと、理想的に恩考されることが多くなら

れるのも当然のことかも知れませんが、多く

の格牲を払ってくださ—9 たポランティアの杵

様に対しても申し乱は（思いますc それらの

烹涵の雑道や「うわさ＿がすべて車文であれ

ば、今nまでポランティアの力々が衣什を続

けてくださることはなか-,たでしょう。そし

て、いわゆる丼辿の市民からの苫情はほとん

どなく、愛護団体に所底する人が、明らかに



楊げ足とりを目論んだような篭話で主こが）

卦常時に人の沿も度挫しをする暇のある人が

うらやましくも有り、心の貧用さを気の寄だ

とも思いま丸被災者である私たちII身が十

分な用意があって行った卓業ではないのですJ

間追いや反省卓項はたくさんあったことでしょ

うが、「机卜の坦想よりも実行 n／能な行動こ

そが必要」だったのですし今後とも、辿設的

な提言を頂くことには索直にお受けいたしま

す，将来において、これらの非餅糾弾をされ

た方々が当芋者となってごせ労されることの

ないことを祈りますっ痛みは分かち合えるも

のではなく、あくまでも痛みを感じている

ーその人」しか実感できないのですc しかし、

思いやることはできますそ私はそうでありた

いと思、99ています，

木争となりましたが、 ・1 AWS東京本部を

始め、英国委艮会、南大阪文部、横浜文部、

全国各文部の方々、見知らぬままにこ恩を受

けさせていただいた柑様の心からのこよ援に

深く感甜いたします。濶、大なり小なり披災

しながらも妥災動物救採活動に全｝）を押げて

くださった阪神支部会貝の尽｝Jも報告させて

いただきます」今後ともにご指尊ご文投を"’

りますよう、お額い山し＿lげますし

曲日本劫lふこ祉協会 阪神支部福支部長

松田早苗

ポランティア活動から学ぶ

私は、 l995年の 2月より恩師の澤井先生に

よりポランテ 9アを一緒にしないかとお蒔い

をうけ、動物たちの救済にあたりましな当

初はちょうど冬のまっただ中ということもあ

り気温もかなり低くいてつくような寒さで、

小型人、も）こ、あるいは室l村で飼育されてい

た犬・罰には、この冬がのりきれるか否かと

いうことが心配でしに夜！口ひよこ霞球と大

令！パ＇）ーケンネル）に毛布をかけて保温す

ることにしましたしかなり衰蒻した勁物、あ

n 399 -, 
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るいは窃齢の勁物は勅物管理センターの施設

の裾離｝こ含を使用こせて頂きました u 犬含の

梢帝にはかなり気を使いましたが、ボランティ

アの人数の多さもあり徹底するのは非常に困

罹さしに当叶多か， t，疾病は伝染性の呼吸

器病と消化器疾患でした，多数の犬が育ばな

晨性鼻iti亜らし、 般的な治療薬にはい

い反応を 4ヽ しませんでしたっ下痢1よ今までの

経験で生呉い腸粘膜のはがれたような出血性

の下痢は直ちに伝染柄全に隔●しまし1こ，猫

は伝染性鼻気若炎が多くやはり治涼薬にはい

い反応を4ヽ しませんでし1,,

そこで n 阿｀日中天気のいいときには、

外に出してやるようにするヴミに関して1と

多少、症状は軽滅されました，たぶん環培の

急激な変化と多頭飼育や寒さによるストレス

の為ではなか •9 たのでしょうか．吾、夕、一

a＿固の散歩はかなり竹がおれました。と言

うのも咬む人がどの犬かわからなかったから

です： ｛特に新しいポランティアの方々が）

人舎から出すときと、入れるとさ、餌をあげ

るときが一否沖窓が必要でした。狂器な人を

扱えるのは 2-3人ぐらいしかおらず一峙は

叩数名を越えるポランティア数を指導するの

に一時間が岱やされることもありましにそ

んなことがありながら 3ヶ月、 4ヶ月、とた

つうちにポランテメアの人たちも次第に什卓

になれ、システム化されてゆき、気l戻もあた

たかくな •9 てきて、仕宰もやりやすくな・って

きましにそして新しい大含がだ災後 59月

くらいに出来たと恩います．数歩をしなくて

よくなった反皿いろいろな細かい問匙点が

でてさましたっその ・」は、犬含の遊び場に

しかれている砂ですn 砂は雨やたびかさな，'

尿や下痢などで湿り気が多く 99l菌やウイルス

の絶好の築殖為となるおそれがありました．

脊生虫がでてもなかなか躯除しきれず非常に

頭をいためましたそしかし以前にくらべて疾

病の数もグンと減り、仕車益は） ／ 5くらい

に派りました。そうこうしているうちに、当



初の気井ちがかわってきているような気がし

て震災後 6ヶJJ目でボランティアを退くこと

にしました。

このポランテ 9アは私にたくさんのことを

教えてくれました，そのほとんどが私の指尊

)」のなさということでした。今まで牛まれて

このかた一度も人の上に立，ったことのない私

がボランティアのチー7を任されましたし で

もこのポランティアの知い 6ヶ月でしたがそ

のひとかけらですが、

ましたし

わかったような気がし

最後に埠親にもらわれていった動物に幸せ

を心よりお祈りいたします3

99戸曲初救複センター飼畜99当

獣医師松岡 幸裕

ポランティアの確保から始まった

兵産県南部地妥（阪神大定災］から、約 2

年が経とうとしています。

私の診療施設では、建物の倒壊は免れたも

のの｀診療施設と二階の居宅が同じである私

の病院では、家共、甜度品、医療惜品が散乱

し、ガラスが粉々に砕けて足の踏み場もあり

ませんでした：

地震甜後から浙水し、 3寂に満たない子ど

もと妊妍を抱えながら、食べ物だけでなく飲

み水すら手に入らず、 9皮れた体で生活必垢品

を求めてし往左往する口々でした。

森り返し起きる地U9りのような余安に快え

ながら、水や食料を求めて日夜東奔内走する

毎比病院では、壊れ散乱し山積みになって

いる器具や求貝を片付けながら、遥ぴ込まれ

る怪我や火也を受けた動物の手当を行う口々

でした

今回神Pでは、突災伯後から獣医師問の連

絡が始まり、安否と病院の状況確認などが開

始されましたが、これは結果的に救諜活勁を

開始するに際しての祖互述絡網を形成する 1

で役割を果たしましたので、獣医苅会や支祁

仁 392_ 
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単位の浬絡網は H常から車要視しておく必要

が有ると思われます令

＃災後、「まずは勤99る人から」の信念で

今同の救西活勁1よ問始され、多くの先生方が

それぞれの地城で、「lら披災されながら立派

に地域社会への百猷を行われましたr

ペ 9 トフードメーカーの協力で剃物用食料

配んが達成出来ましたが、逍無き道をかき分

げ、近難所となった小学校、 ,1’'戸枚等の訪1111

と平行して、救護センタし→の存在をアピール

することになり、これは避難所で息を潜めて

いる人々にとって人きな物心向而の文えとな

りました。救没センターのJ5勁1よ、 やがて心

埋的にも窮地に世かれている市民の勅物に明

する相談の窓口になり、 この活勁iぶ単なる勁

物の預かりで留まらず、人災害の中で勁物を

剣っていた人々を、心坪的な側向からも大き

く支えたのですも

当初より、心ある有もの猷医師の先生方か

ら、救成活勅と救没施設のありhに対して物

心向面からi約）J戟さつつ、神戸動物救歪セン

ターは始勁しましたが、各極団体の協力と打

政の協力を岱て活勁は碓かなものに成長し、

幸いにも培え続ける協力者数は、鈷果的に参

加者数の笠坪の必要性をもたらしました。

参加者の内訳は他に小されていますが、参

加希芍9こもかかわらず実現しなかった方は薮

多く有灯ました、剥物救我という藤い訊勁の

慈愛1中からか、女性の参加者が非常に多く、

年齢、懺●、参加勁槻も誠に多岐にl1りまし

た。帥物怜押センター宿含＼ここを利用出米

た苺ば治安及びポランティアの体）｝の消社

を荒小阪9ことどめる点味でも誠に窓まれてい

たのです炉救護抽設l村に於ける治"'嘩持、

勅物を扱う上で車放を人然に防ぐ享も、参加

者名望名には充分に状況を品明して参加が舟i

切であるか否かの判断を冷甜こして戯くよう、

努めて摂菫な対応を配慮する必要がありまし

た 勁物に適した保裳脊坪体制を維持するた

めの人の配分、人材の安定供給、体み期間に



器 l'する参加l1「し込みの両整によって、長期

化するこの活勁の円滑な遥営を閾｝｀参加呑

に充分な泊動をして蚊（為に、参加希竺者の

誕薬は継条免して行われました＜

今回用いられた惜報収束丁段は、急達殺惜

した 9これも先生方の努力で出来たことです

が；も，,ばら屯話とファクシミ＇）でした 神

Pの一部ポランティア組織では利用されてい

ましたが、今後はパソコン99侶などのネット

ワークの利用も効乎的な惜祁発似収束手段と

して役せたせてゆけそうですc 日本獣医99会

のホームページを用いたり、地方の獣医師会、

或いは有もによるポランティア朔絨が、パッ

コン通信やホームページ等を利用してポラン

テメア組織を発信し、災害現地の猷医師や現

地に砒けつけたポランティアの有志から、現

地状況をどんなところ力中

で現地の状況を刻々と伝え、必要な人材や物

臼を連絡してゆくことも可能です，.， 神戸勁

物救湛センタ，．では、 ,oo頭を越える預かり

欠猫に対して紆日;0人を越える宿泊者、通い

の力を含めてi099人を也える参加者、限りな

い篭話の19llい合わせへの対応に迫られるよう

になるまで成長しましな視場で行われる救

援業務は多岐に亘るようになり、それぞれ個

々のポランティアの体／Jや年齢、名呟などに

応じて、その人が十分に才能を発揮できるよ

うな、参加抒数の調剖9、効弔的な人材配分が

なされましたその反間、個人の能力に応じ

て現場キ券型で対応してゆけるのが、ポラン

テイア活動の長所であり、参加者の人数と劾

物の保柔頭数、保袋脊珪体制によって業務状

況は加日のように流動的に変化していきまし

たので、参加者の安定した人数確保9二容易で

はありませんでした，

人材援幼の協力要詰は、中91日本猷医9巾会、

獣医系人学｀勃物君護学校｀ ttn本勁物楕祉

協会、,,,勁物保祗管理協会などの各種団休ヘ

なされ、人材的、人数的にとても大きな役割

を果たしましたが、一j]で｀マスコミ報逍な

こm,―’
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どを介して、広く協力希望廿を券ることも大

きな援助となりましたっ

動物閲追に限らない菜暗らしい才能に患まれ

た多くの参加者が、各々のオ惟を発揺してい

かれ、拮果的にこの活動のにぼみをもたらし

ましたし現地では、作呆に偕通したポランティ

アが基本的な業務を指示した後は、＂いに救

い合い、アイテ 9 アを癸揮し合い、作業は必

姿に応じてその特々にプ弓ンがすてられてい

きました J 多くはマニュアルとして残されて

いき後世に役すてられることになりました令

神戸動物救護センターに来て下さった仔さ

んは、冬生の下、汚れる仕串も殿わずに荒れ

た手を省みず、尭れることでも一生懇命がん

ばって手伝，!て卜さいましこ「かわいそう

な動物のために」との思いから、寒い冬空の

Fでの fい什串の数々、そんな合問でほっと

したひとときの皆さんの笑顔、笑い已は、寒

空と疲れを照かしているようでしな散歩の

際に転ぷ人もあり、）しを放し←、19まえるのに

みんなで走り罰ったことも、小さなお了さん

を述れて家族で参加された力も、社会活動の

ひとつを垣尚見る良いきっかけとご理解戟け

ました。

呉臣の救護舷設は号くなりました，プレハ

プ内の温度調節に気を配り、年齢病状にぬじ

た）孔令、猫合の匡換えを汁まみれで手伝って

下さった）」々，人串に性話してきた9り物を、

漸（出会えた王哉さんにお浬しする埒、涙'，'

見込ってくれな人、勁物をお譲りして喜んで

致いた里烈さんからの数々の9L状，参加者の

心には多くの●い出があることでしょう。そ

1，Iーで坦栽対応をしっかりと',i臼てドさった福

祉協会の仔様｝」は、時に蔽しく、時に倦しく、

参加した年若いポランテ｛アの皆さんにとっ

ては心の文えとなり｀学ぶことが多かったよ

うですリ

全国各地から泣）」より長期にわたる参加要

望があり、昼夜間わず勁物をケアーするため

にも永続的な宿泊施設が必要となりました0



コンチナハウスを用底してポランティアの粁

さんに税泊りまりして戟くことになりました

が、冬は寒（、夏は号コンテナは、仮設仲宅

住まいを余憐なくされている散災廿の甘さん

研●みを共有していただくことになってしま

いました，動物をケアーする人は特定の人で

なくてもマニュアルに従っていれ19良いとの

考えもあるでしょうが、私どもが神戸勁物救

護センターを見ている限りでは、長期に互っ

て特定の人が絶えず紺n、ケアーしていて下

さることが安定した行理につなかり、 9凡

は長期的な励物の健康管理の成功を＃いたと

確信できます：むろんそれが出来たのは、セ

ンターの無車なる閉頷まで支えて下さった心

ある幾人かのボランティアのおかげであるこ

とは疑う余地もありませんぐ

毎年、年朋r,J万頭もの犬や19が飼い上に恵

まれない反面、ここでは懸命に励物を救って

いる、勁物を取り巻く社会の様々な、明る＜、

時には乱しい話囲をR'の生活では決して出

会えない人々と夜近くまで膝付さ合わせて念

論出来る局を提供しました，多くの人々が｀

hいに感動や教莉を与え合って人のつながり

を作っていったコンテナハウスでしか

「出来る人が、出来るときに、出来ること

を桔一杯行う」、みんなで努力した粕果、今

回のような素哨らしい卓業がなしえました。

この11負は次の活動の原勅）Jです今神戸で

起きたこの文災は宿命でしょうけれども参

加者全貝が神戸で目にしたあの惨状、そう呼

んで憚らない光用と、神戸動物救譲センター

で行った活動は、多くの教乱l1と課題を後1恥こ

残します` ，

皆がこの出来手を友達や後に続く次の世代の

r1如逹へ伝える現代の諮 1)部であり、もし今

後、同様の異変が起きた時、全員が経験して

きたことは勁物救森或いはそれだけに限ら

ず必ず役立つことです。必安なとき―新たな

種」となって活勅出来る人として、涙ながら

勁物を手にされた人々と、全凶にもらわれて

□ 394 □ 
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いった動物逹と、もらって下さった人々と、

協力していただいた私たちからの感乱1の言菜

ですc

「ありがとうご恐ましな全凶のボランティ

アの杵さん。＿

1996年l1月

牡神戸市獣医師云獣に師 佐々井浩志

動物愛匿惹識の開眼

私のポランティアは「申しわけない」から

始史った。

私が宍災の詳しい状況を知ったのはテレピ

ゃラジオだった一過去に紆験の無い大きな揺

れは！感じたものの自宅囚辺や仕車場である病

院の周囲には大した被苫は見られず、あの一

瞬の揺れがビルや家円を削壊したり、多数の

死者や負●者を牛んでいたことなど恩いもし

なかったc チレビの向前では良く迎っている

はずの町並みが廃播り）ように写り、数叶間前

に99-9た尚速道路が崩れ落も、欠l［人の家の固

辺が野焼きのように燃えていた d 裂戚や知I、

の安むの確認に被災地に足を述ぷiこつれ、卓

の車｝、さが目や鼻そして耳から体の中に没透

していったっ

内l9 戸市飲医師会の中で•告の少なかった地

域の仲間が案まり、自癸的な会貝の安合の確

認作業が始まった 会貝や家族の安吉、自宅

や病院の被宙状況因辺地域の状況が伝わ’’

てくるにつれて自分の活かれている現状がと

ても思まれていることを知，-た 姓図の上で

は私の牛活地域は笠源地に」「常に近いのに、

私は阪かい部界で阪かい食享をし、風和こ入

り、テレピを見、暖かい布間で荘てという昔

段の牛活ができに祓災勤物の救凄活動は、

印しわけないぐらい幸遥だった自分が同じ神

戸に苔らしながら被災した1中間達の代わりに

べら うに思ったな

幸淫だった我々が技災した仲問の分まで

叫張るそ lという気折ちは、救設i舌勁に参加



していた神戸の欲医師たちの共通の想いだっ

たのではないだろうかc 勁物のお医者さんが

たくさん焦まった，

神戸動物救護センダーの建設、器材やフー

ドなどの救援物迎の受入れ、近雌所への救援

物蛮の配布など肉体労働が追 H莉いたが息99

たよりも早く七ンターは稼伺したじ動物救哀

センターに収容される動物達の数が急増する

につれて我々はより忙しくなったC センター

の診療至は朝から晩まで人や動物達が出入り

しにぎやかだっ年長い長い 日が終わると

カルチが山のようにたまり、治療を担当した

神戸の先生達や↑国から応援1こ馳けつけてく

れた先生迷は放心し、長い問柑｛から立ち上

がれなかった。

「自分の病院ではこんなに●いたことはな

いなか」「毎日こんな1こにしかったらすぐに

蔵が廷つね。 lというような会話が交わされ

ていたぐみんなの痰れた顔がとてもやさしかっ

なのが印象的だったぐ

私はセンターの診察奎で我々猷医師の原9奴

を見たように思う 3 我々の持っている知哉や

技術が、ケガや病気で救いをもとめている曲

物がそこ1こいるからという単純明肝な珂由で

発揺されていた。それも全力投球で号夜を問

わず行われていたるセンターで治療をしてい

る先生逹の姿は、熙医師を志l，て大学を受験

した頃：こ描いた―勁物のお医呑さん lのイメー

ジそのままに、かっこよく如れる男（女,1こ

見えたc 我々は日頃、検全をしていくら、注

射をしていくら、手術をしていくらと朕医学

的な知識や技術を用いて飼い上からお金をい

ただいていもそこにはおのずから営棄的な

要素が介入してくる 辞●はできるだけ帥派

しなければならない 気打ちよくお金をだし

てもらうために嫌な制いギにも笑顔で接し、

治療に抵抗し大蕊れをした性格の悪い動物に

も こ沢つちゃんはとてもいい子でしたよ＿な

どと言わなければならな応高額な検全費射

を納得してもらわなければならないぐ高度な

ニ3-5□ 
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技術や高価な器村を使用するため：こ，舌額な手

術であることを納得してもらわなければなら

ない，常に悩みごとが絶えないもの 1, —

また、飼い上の剣物に対する愛惜や迎解の

無さに[9h面し、動物への哀れみと飼いキヘの

惜 9)の間1こ快まれることもある しかしセン

ターに収容された勅物達は、ポランテ 9アの

)j々 から本当に阪かい愛惜を持って庇睦され

ていた，収容当初はとたとろに沿れ痩せて科

えていた))_ヵ），ふわふわ99毛で楽しそうに尻

厄を振って散歩をしている姿をよく見かけな

収容された多くの勁物迂の傾が ）』尚もす

れば程やかにな—，ていった，

我々はボランティアの人逹を素市に祖敬し

彼らの報告を閲き、注射や処皆をして、指示

を与え，弄設を任せた。彼らは我々を庶頼し

哨峠外用の指示を守り、経過を観察してい

た，我々は朕薬品や器具に制限はあったが、

治療を求める勁物に必要な治療をする心地よ

ざの中で仕串をしていたように世，がポラン

ティアの人逹は：/,して良いとはいえない飼

育渫税を創窓T大と献身的な肴点で補ー）た＿

助物が好きだから＿

神戸での彼災剥物の救護活勁9註動物を愛す

る）、々が策い、人々は自らの肉体を一●の労

働力として有形無形＂ものを残し、個々の能

/」や知識9ま様々な問包を解決した，）寸話は常

に進むべき方Iblを模索し、会話9よ万いの埋解

と協詞を牛んだな十幸は反発し合う組拙l<.L

はそれぞれの中にある 勁物愛熙99栢神 lと

いう共通点を軸：こ隼い、互いを券亘し祈たな

組殺を梨き、より人きな組描を剥かしなそ

の中で個々の紐織：よ得益とする作築を分担し、

その能力を十二分に茄揮した。それぞれの組

殺が果たした役割は大きかったが、心やさし

い）、々が力を合わせ形を作り、それを殺統す

ることができるように袋境を整えたそれぞれ

9)組織の長たる聡明な人達の果たした役9,'9よ

より以'に大きかったし

遠い芯の山米車のように恩えるし
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つい1！とi,.i:まで沿9)Jして＼、た神I'(/）；；h物救，．屯

センターが蚊後(/)1川(/))ミが新しし、f991し、 i(/） 

もとで余'1．．を j~ こすこととなヽ）た(/)を瞑に11!

JI↓iされた ぁI/)ドタハタが11i.11とこ＇）た flii、

·11 な(/)に iが、ヽ ii•(/）＇li(/）ように息える

·11 も！墨か・）たかのように ·i·fJにか＇パjl~に ’I.

泊してし、るか、少し加t：ぷ如たの影が見える

吏地のままII(iriされてし、る9i、々 とした 1地、

Il,．し、桑がif，ひ‘，；iII叱',gのあヽ ）たIIJ．↓t．みがプレ Jヽ

プのモテル il'切）JJ~ 小ルのll：こなり、公lしl と

名 0)i•J くところには iIi.,,HI”むがltんでし・る

それでも ff~(/）あるも(/)は少しずつでもf＜し｀：ょ

Lめているが、 餃災された人々 I/)’I••ifiや心と

＼ヽう形(/)!IIいし、も(/)は'.ほと ,~rJ)~/、!g：こは戻る

li、校(/)Pi:jミt・てありな

が況火．k(/）披災Kでなしヽ 私には、 Pi災された

↓とはなし、であろう

h 々に＇少しでも'•'·く Jじ気になってはし＼、と顔

うことしかでさない {t {• (/）lli§)]カ： ~•l•I(/Itこ

くさんI/)人々から Liとされ、

も晶 <,;tf曲されてし、た.:.とを1：りし、た

主た，ぷ外It:!から

く思う

ば：Iととと.:ってはしくはな＼ヽ が、

えにtrわれるたろう

,.となり、

門呵

私は(nI

私は

!’itl父帥また神111li ！\~I入帥会の会 ii として動物

救，，も七ンターで拗さ、敗災!f}J物の．ik,，知，＂JJを

とおし11本<l)tI会では4辺ktこった肋物袋＆，心．

ふのIt11Uiにt:.!)Jなが、．） l・し献でさたことをが；し

恢災とし、う，；餃を使うような111* 1L 

今後1りひ

他の地）戌で発’,,しても、

l991しように勁物を暑ようとし、うことがあたり上

人やIIIJを救うことと

我々 d)i,＂i!Jの経験が),,_
より迅沈なより允‘j；したi,＂，りがh~

われることを！りi．ヤする

-" 

},；後に、 1111,,動物救，，だ七ンクーの［俎糾l[＇i
U) k if名として令lIlからl.i;、船こ駆Itつ!tて＼ヽ

だf‘t,t•!1.1J',：i:IIm)i々 や・i)加）；トランテ，ア

<I) /j ~、・（；対し -^•J＇し、ぷんと＇）,~Lな， ii1）もあっ

たよう i こ息 l ヽま•i こJ)）しをfi'，りてお必びし

t i 

また七ンターの仕，，えや述・:：i'に尽）Jし、ただし

た1ペ・しり））｝々 に心か：）必，，，；し、たします

、社神戸市獣医師会獣医師吉田功治

忘れられない思い出

l !m.3り1JI 1711 <l)）、・,;こ災から1211後、戟を

なくしてし、た私は、 人を助(tl.,；トランティ

'かちるのたから動物をJI/Jitるホウンナ（ア

もあるばず

枚，”1f/,f,JilJI~ 参りII しました

と、u'・Lヽ！’代lり、r.,11会のJ)へ池令hをし

“．か参lJI＇した 11o)え←ンナィア(/)人故は 8

人でこれから＇んにとんなことが起こる(/)かイ＜

友てした

次のIIから）ミや釉たちか入I成してさて、そ

れにつれてikむ1hlもなし・くら＼、．h'..しlヽ II々 が

袖‘fした

参加して：l1111じ杯7ン・r,-r(l）まと＂）や

シし一'‘
 ルターl'-JtJ)動物U)4)、況を礼！！h!するた

ダ）に・トーフを（T.され ILた

任されたJ‘J、l できるかぎ 1)のことをやろ

., と，，，恥•ました

火や釉の放が削えぶン）れて、

l!!！ ~a ヵ‘il', て：きまし／；

I99I Lシ．， 1ンターの小で(/)’|irl L、

らくる l•痢や急な兌射．仰ヽ i とりLJれてい神

0り：こ不安；しなのか、

＼ヽ7,Lヽ ろな

ll)（） ｝il)1 1．もQ)j,)J物が

し、ヽ） ［でたっても心を11j

さした主ま d)大が多く、ホプンテ，アの友hi

（lりな態l'l;をがな9が：）しI!,々、 1女iik’II故もあi)ま

した

• fr辺：しカ・‘'たことは、

ストレスか

9人を付けてし、ても

・::くる伝染術・.::~じしし·::しよう）こや；曲が多

かったーーとです

それとは反対：こよかっ！；こともたくさんあ

，．．h 
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りました

l 9..) は、 -,;J 災 Ii•/に hr知していた火に (•iltが

II；士れた時、こんな：；J化な状況の中でi如叱や

クヒ柘かなかったので、 I:}説ば強いと＇）：感しま

した 2つめは、 ’r'．親が決まった時です

れしさとうらはらに私たちと別れなければ＼、

けない(/)で少しさみしいと息ったものです

3 つめは、述い火で（公，投されて f•{［近く和J

\、 i:．がわからなかった柴犬に創い l:•が見つか

り｀迎えにこられた時のy．ひ｝jを見ていると

やっ！より剣い i:．にはかなわな＼ヽ と．思いました，

犬や描it.!.:tじゃなく、峙にはいろんな動物

か人rりiしてきて私たらを楽しませてくれるこ

とかありましたが、それなりに＼労もありま

した

とくにfll象深いのが小猿で猿は 1人の人liij

にしかなつかないと1;ilいていたので、なるペ

くし、ろんな人たらが食’Jtを‘j.えたり、そうじ

をしたりと気をつか＼ヽました

動物たらとの出会い以外にポランテ｛ア lヽ•I

ぶとのIII会し、もたくさんあ：）ました

ボランティアのほとんとがK汐`h．でしたが、

1|Iにはfl;'JJ'.を（木んで参）JIlしてくれた人もいま

した

）ぐ和1•9(/）うちの(nJ人かは、

終っても、救，，を七ンターが気になり199/9文も足

を述んでくれた人たちもいました

今はたた、 1れから比上っていただし、たポ

ランティアの）i:こ愁，対したいと思います

ポランティアが

9
・ヽ

“
 

μ ． ., 
ヽ•:·

一――-． 

ク
4 ....... 
＂ ペット積冒脅
鴫^た≪...。9.
ょ＝マ＂～ 鼠・

う

.,iiti ：ほと起こってはしくはなし、ですが、

しli本のとこかで起こってしまヽ）た；）私はま

た参/JUすると息います

.::(l）経験：ょH、が1項1:0)中で・術の．思いIliに

なることでしょう

本‘りにありがとうこさいました

神戸動物救巖センターAHT

私の糾院力•ある地IAは彼店が仕人なところ

多数の）iがお L• くなりになり、多牧(/))j

が家を艇くされました 納l浣の仕物：よ舅じltで

したか、 シっックによるよ・のi-1ヽ術と・永りい(/)逍

難のため、;;;_災後 l週l:ilはl’l分たちがIf:きて

い<..:.とだけにiもとしていたと心餡してい i

屯，・{、',じ公カ・通じた(/)が必災より］ j!'.ll：！l 

後、水迫は 2}l」<、ガスは 3}l末でした ぷ

災II喩}I Vil(/）入1硲動物がいました 柑尿糾、 II,1:

腸脱、膀眈封，ii 、 Hi•Itl板ヘルニアをそれぞれ

て、

ガレキの下の動物たち

す

患っていました

てこないため、

ろ、

いました

加藤

J
U
 

美貴

そのII磯）11Ititがなにも入っ

どうすぺさか悩んでいたとこ

1811及(})令：tんにより北区が諷'!iであるこ

とを知り、 す拭3北Iぷ・・(})知l:．：こ動物の入1:,;;を依

柏したところ快く 'jlさ受けてくださいよした

まず最初の Iilllliil（こしたことは、'̀じ公、・,(,'.,店

が小通だったため、 1，；；院の玄ll!lに紙と冷，；しlii

具をりiり付けJilf‘lを．I｝いてもううようにし、

逍難1祈よりii格をとり、投没．ii射しかでさ

なかったが、時間をあわせ．．幻寮しました

紅萩して投必0)必・＇災な心 9悠患、ネコの投竹

11内炎、投竹'tf疾患、ネコの伝染納、処）ift

の配i'澤がありました その他h:hlししてし、た

フードを近,wu)人へifi!t、そこへ取りに!J'ヽ）

てもらうようにしました 屯気、如ぶが通じ

てか：＞は、 ‘I;'.；；fどうりの1i.,iliilで、・ク寮をおこな

主た1011近くガレキの l‘1こ＼ヽて｝・£

弱した動物、 11折、脱日をしているであろう

動物 1エ・／クス線}~ii','の破iiiのため、＄l祈ィ；能、

他l浣へ紹介1、}いの公などに外il,1をi'1一った§）)

”7 



物や昔蔀に火街を負った犬等が来院しましたJ

だ災後の火串の為であろうと息っていたら、

迎難所で火をつけられたとの車 乱しかった

というか複雑な気持ちで診嫉をしたことを蛍

えています，この文幸を舎いている今も、私

の目の前に浮かぷのは、ガレキの町、焼けて

いる町、それを茫然とみている人々、これと

いって当てもなくざまよい歩く人々、路ヒや

公園で毛布をかぶりうずくまっている人々、

そんな惜尿ばかりであり、その詩期私か臥

医師として＃え行っていた車と言えば、記憶

にあまり残っていませんもしくは何もなかっ

たのかもしれません

狛神戸市獣医阿会獣医師会針間矢保治

「野戦病院」での診療

私が救護センターで治療を担当させていた

だいたのは、救護センターを立ち上げて毘祝

の~n 問程でしたし毀初ぱ昏の 1 時から 3 台

の診察台をフルに使って、休みなしで佼の 8

叶まで治療を行っても治療が翌日回しになっ

てしまう症例があるという料混乱した状況

でした，しかし、初診の診断・治桧を神戸市

猷医師会の先斗：こ、糀統治療をポランティア

の先叶方にお願いするというシステムにな_，

てからは、ある程度の時尚的余裕を折って認

療に当たれるようになりましたーただし、治

涼に 頁性を折たせる均、征日、症例検討と

●し送りを行うという什車が堆えたのも手文

ですぐ

野戦病院の様ではありましたが、それなり

の治療が出来たのではないか、と息っており

ます これはご自分の病碗も大変な中、レン

トゲン検査を含む各種倹全や、菰症の症1森9/

槃！＇治療および手術を引き受けてくださった

神戸市獣l欠帥会の先生）］、 il]り込みで治療を

引き受けてくださった他府県の先生方、一頭

-ggを人中に呑浜してくださぇ9たボランナイ

アのガ々 99}）が一つになった粘釆だと思いま

第六車資料編

すぐ本当に有り難うございました。

狂戸市獣医師会獣医師澤晦 効

アニマルレスキューグッズ

救ぷ活動の姿金竹りアニマルレスキューグ，

ズの製作は、ポランテイア猷医帥として最初

に神戸1こ来られ、シェルター設すに、荏大な

力を発揮していただいた川崎の馬場先牛の娘

さんのイラストを用いて、ひたむきに被災L

た動物逹9吋廿話をしてくれるボランティアの

人達のスタ 97ジャンパーを作ったのがはじ

まりです勺

'_」 mn

嵌初はウ 9 ンドプレーカーだitではじまり

ましたがトレーナー、ポロシャツ、 T シャ

ッと季節のうつりかわりと共に、しもいろと

アイテム・カラーも増え、全国の方々の注文

に生産がおいつかない時も多々ありました？

九州から北海逍まで全国から多数の社文があ

りまた、同じ人からも数回、注文があり被災

剃J物への関心の深さがアニマルレスキューグ9

ズの販売を通して感動した H々 でした，

この紙面を借りて販売に協力していただい

た、獣医苅会、各団体芍、及びご坪研いただ

いた方々にお礼申し上げます」

どうもありがとうございましたぐ

む神戸市獣医印云臥区師尾谷幸男

歴史的データの整理

平成 9年l月19日。

令く予想もしていなかった大地＃，

神戸の四北端に位匿する病院の 2 階柑直~

で、まだ熱睡中だったところを、いまだ経験

した車のない大きな揺れ：こたたき起こされ、

何が起きているのかすぐには理解できなか9J

たぐ

立ち卜がる卓も出来ず、布団の中でじこうと

身をひそめ、串態がおさまるのを待9 ていた

が、おさまるどころか時に激しい揺れ：こ滉l/つ
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て家貝の斜れる音、「こらいよいよあかんな」

と思いかけたところで、

さまった J

やっと揺れるのがお

停箆のため呉っ暗な中を部屋から出ようと

すると、足の裏に佃かが刺さった，よく見て

みるとガラスの破片のようであふ棚から落

ちた食器があたり一面に砕けて散らばってい

tこ。

・旦 外に出て耽車場から車のへ 9 ドライ

トで 1階の病院内を照らし出し中に入ると、

点滴ピンが砕けて床 9こ骰乱し、概械類は木来

の設器培所から大きく移勁していた，待合室

は熱伶魚の水棺からあふれた水で、 どショ滞

れである u

まずはl.l宅に喧話で99絡をとり、無車を蒲

認すふ「家具はあちらこもらで倒れ、子供

たちは社えているが、幸いにも甜も怪我 つ

していない」とのことに一安心J

次に母親が L人で密守番をしている長田区

の実家に電話をするが、何度ダイヤルしても

応答無し，

昭和初期に建てられた占い木造住宅である。

屯の激しい揺れに耐えた名が無い C」との

想に大きな不安が境をよぎな

状況確認99とめ、卓に戻•,てラジオをつけ

るな

関西でこんなに大きな地定が起こるはずば

ない、と信じ込んでいたので、地だ直後は、

「以前から言われていた東海大地委が発生し

たに達いなしし」 と思っていたが、 なんと裳源

地は神戸とは且と兄の先の I淡路烏J

この時点でのラジオ放送では、享の竜大さを

まだ何も語ってはいなかった。

30分しても需話が通じない、―とりあえず

行ってみよう ,I蕃段なら卓で35分の距離で

ぁふ~

午前 6時l5分、う 9す くなり始め

た道を定り出したそ令ての信号懐が停竜のた

め消えている上に、峠逍には何箇所にもひび

●Jれや段芋があり、いつもの半分の速度しか

出せない，

内区から北区を舒由し，Jヽ 店いひよどり越え

から神戸の市街紐を眼 1にした叶、そのあま

!)にもすさまじい光奇に、一瞬我を失いそう

になる，

市街地の全域からマち l がった呉叫!•'な婢

が、母喘く空を覆ヽっていたぐ 実家のある長

出の力からも何本もの恒の柱が上がっていた

が、「とにかく行けるところまでいってみよ

J
 

う` と車を走らせる

車道も歩逍もまともなところは殆ど狐く、

アスファル：'は無残：こも大さくうねり、ひひ

われ、たぷんついさ':きまで人が岩らしてい

た＇よずの家々 が、ただ 9)瓦礫と化していぶ

あちらこちらで水道岱が破れたのか道路が水

没しになっている，町中がガス臭く、吸9 て

いたタパコを慌てて灰ll91こ19し付けな

卸表した家、荊の問を何とがすり抜け、瓦

媒を乗り越え炎をよ＇ナながら、何とか文家に

たどり者いたのは柄l祝を出てから約 2叶間後

であった)

実家は盆壊していたが、奇跡的にも母視は~

大きな怪我もせず無車であった，

キ倒壊した部尽1こ閉し込められていたとこ

ろ、向かいに1キむ脊年1こ助け出してもらった

との手であふ

自力で迅い出した人たちが協力して｀近砕

の倒壊した家が,,敷きになった人を、次々に

助9t出していたか、不幸にも数名の）」が亡く

なられていたな

文家の被害よ、家の全壊と、愛•たり'9 キー l

が行方不叩になってしまった車c

ケッキーを］時問栓探したが、

が出来なかったへ船れた仁虹や家の下敷き 9こ

ならず何とか逃げ延びていてくれたらと祈る

見つける串

ばかりであふ

余突9滋く中、半倒壊した家からごく 蔀

の臣幸品と、父の位牌を探し出し、とりあえ

ず一且私の flむこ避罹すること：こしたー［近

くで発叶した火災は消火活勁も行えず、風に

□ 99り―



吹かれて燃えムがり、実家の近くまできてい

た］

病院のA9IT2名もそれぞれ自宅が半壊し

ていたので、「什串の卓：ま気にせず、少し落

ち若くまで仕享を休んで、家の片つけを手伝

うように＿」と指9}ヽし

＊いにも自宅のある北1又は被宝が少なく、

薮日の祖9水だけで喧気・ガスには影笞が無く、

病院19当分の周休診させても「，ぃ，礼牧、月l

人との安否の確認、宍知）近隣へ0)炊き出し、

飲料水の遥船容にかかりきり：こなっていた，

多くの知人が避難所で、ガスも水寇も竜気す

ら無い菩らしを統けていたくまたあまりに多

くの被災者のため、避難所の年l))には入りき

らずに屋外で毛布にくるまり＿ J)」の救し

い寒さに耐えていた，

以上が地委『I後の私の利囲の払i)しですが、

これは神戸市内で晟も枝害が仔薇だった者の

例と苓えて卜さい—

私も後にな—，て知った挙ですが、神戸巾獣

に90会所涵の先生hの半数以上が、病院も'-

くはII宅に全・牛壊の被者を彼られ、 また人

切な家族を失われたり大怪我をされた先生も

おられました＿

このような状況の中、臥医9印の先生力や、

迫くのK人から無半を吊ねる竜話を沢山頂き｀

咲かい励ましの舌葉に人いに勇気づけられま

したc

被災勁物救哀の宰について、神戸ih糾1欠帥

会の先叶から連絡があぇ9たのは、地妥からま

だ二日目くらいの串だったと思いますし

先千方が、この活勁に参加された手は、決

して牙ぴいきではなく、その披吾の人きさを

目の当たりにした一人の人間として宜梵に偕

する孝だと思っていますし

）月以降は、活動への参加若も埒え、各自

が業務に佑れてきたおかけ’で、什串もかなり

楽にな '9ましたぐ 5 ／」にハド 9 グェいの雑設に

移 99てからは、より効中的に業務が行えるよ

うになったため、私の仕手も上にデータ処理

し＿ 3欲，

第六奎貸控鑽

だけとなり、シンボジウムや批界試阪学大会

の社ね卜作成時以外は、）Jふ2~3口に 1度神

戸動物救没センターに古って音れを竪非 1,、

病院に行も舟ってパソコンに人力するだけと

なりました

今回の動物救淀活勁に際して、本当に多く

の方々から助けられ、また教わる串も沢山布

勺ましたc

松用さんをはじめ壮日本勅物福市l協会の）J

ヤ、烏瑞凡生、全l*lから駆けつけてきて卜さっ

たポランテイアの方々、コンどューターを炉

岱供与して[Uいた企業担当者、我は金や装援

物査を辺99てl貞いた）9、勁物たちを引き取っ

ていかれた里親さん達、そして膨人なデータ

を毎H逹くまで残って黙々と人力してくれた

我が病院のスタッフ，

愛知県で閑癸l，ているJA人は、病l定に允名

品きした現金封箭を用意して妾援金の甜付iこ

協力してくれました，この小には一通毎にお

金と 緒に激肋9)「祇が同封されていました

他にも．i,>)か手伝える串はないか＇．との

多くの好きに触れることができましたしあ支

りに多すぎて、一人一人にあ＇，てお礼を百い

たいのですがこの場を1甘りて感謝の面を人し

たいと思います，

本当 9こ打り妍うございました

展後に、行方不明にな99ていた実家の愛犬

タッキーは、約］月後に無ギ我が家に反って

さました，地哀当口、実家から内へnm程

行，，た所で、こころあろ方に保「袋され大切に

阿われていました、啄が全壊した卓よりもク，

キーがいなくなったまを悲しAでいたは親が、

地委後→帝再んだ出来串かもしれません，こ

の12月には文家も再追できそうで、ク 9キー

共々臣栽も無字に元の氷に倍れそうでic,

当の本），＇は何卓も無かったかのような頷

をして、のんぴりと昼程をしています3,'来

パカ隅気なパS29 トハウンドですから~

迂禅戸市獣医師会獣医師山中大介
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家族の犠牲のもとに成り立った動物敦展活動

PJ. /III)、'，'註たから','-Iりと 10ヶ9!かitら、 Il'I

の流れ(/)り＇•さを}さし主す こ d)•，'己災で N1,, を

始め1、'，l辺地J戎はJ戊樹l,j被，しを受：tたわけてす

か私、IJ)fl:まし、はが、にもり閻IJ)ill古は，らるも

1/)(/）、治 l‘’したftt:；ゃ汎れた沿！！I/）絞町',’It

1/)防，して碕みました ・ガス：ょ・ノ!!ハン、ボイ

ラーは {iii~ 、 1、イレは浄化けて水追'bII• [ ：J 

ず．・1じ気も '1,・tヽ うし，に復III L i l f:I/) •-'|' i,rl 

にはl付りませんてし、と

衣り⑲ II 、 ,iii•I/)'ん’l．からi"r.,；J)ik柏が

入り、おにざりや水` ．iをf:i:)1加），ドンダ h/ 

d)仙台とリ .9 / 9 :： ん^た： t 入れ、 t•;•名？；して

した

北Iズ(/)iiE(}） ,\,'I• IJ と連絡を取り合う •i ら、

ri/）物ii•Pl' 七ンター(j)·fりに救，，tb出，没を(1;) fり

物(/)救，91ぷ，＂JiJJをしようとし・ •i th t!iが人；）、 1is

J)する..:とになりました t ・J:ょら＂；叉 IIl(/）ヒ

ニールハウス：こよるり如切りに始主り、｛知,,

に佑人された人：1：I))tkiふI)7 -1• (j）（＇i F7,し

0)ことなとか息し、19＼されます そLて動物の

款；，を泊g))開始(/)t,'t報を開さつけたrレヒI,.)I))

取H によりこ． 0)i,＂ fりか II 小令l •Iに iicれ；:, : :従

し、、介19lから(/)救iむ） T・がさらに多 !/(,~·-.LI/>

ぺられ、神Ii勅物救，＆七ンクー(/)'Ji務l'li(/）しし

"tはj企りJれることなくぼ； i)認 t、IIがi,J物似

h！協会 ・似仰と；)tI))））と ikjIくまで・,し，AK・tLi:、

：こj且われよ'-た この頃になると参加いたた

し・たホうンテ（ア(/)人も 11J{,IしにJ｛わえ、ゆヽ）

くり t4、んでもらえるスヘースもなくなり、参

hl'1リlftjをしはらく見合わせて＼、たたくような

勁かなし、！‘！珈I’d)協をii:：)抜(t冬<J),¥11'を舷

えました ；くり 1 を枯えて II ；こ＾‘'た光屈(!/•

レビ(/)映像をはんかに越える；/:1 I~ t、{iIぶ~c

K,tLc、に追られた時期もありました 動物の救

、iti,",bがこれf't'.まで(/)人さな以守を11fぶ li兄

：こなろうと：よ息し、も'‘がらなし•ことてした

私1・1身！よこ(/)酪追した1)；況 l‘'にお＼・て

(/1人'’l:Jとして ttこ・人(/)tithtoどして今でさ

る..:とをやろうとし、•) ljl.純な胆、から(/)参りII

でした ('liりした動物にt-tする也ir；とその）＇

後はあるt'1’I2)'-．thII能てしたが、いつの間に

ガ介Id(Iりな上位を受げて）＜きくり；らんたこの

人

救、，知，r，tり！；ヽ ）しべは今IIIIJJ IIとし、、）ような知

剛119'なも(/)でなく、」＜期的な J.• 後 J が求め

られ始め：さ -tI”た 1：く経炊したこと(/)な

し、;,｛fりでもち：）、 さ．）（こ氾乱のうちに始まっ

、しこの活肋か思し、も‘，がらぬ急激なB;,；J<cl)Il1で

ピ(/)ように (jるべさな(!)か4噂砂））々 は付！を

』,hめ、 ,1,''i：こ，I＇，労・されたことと．如ヽ ます 私

＂身こ (/)i、r，珈1, て•ir t：かったことは、・ぶり｝、
(/）たたたた現J;il:)な， 9・父と1U,','rt金でした

参'JIl‘’i;l]から'1'1i:）I l’たIt,，令寮をし、 'I後は1x

までFI'’’fl）1勿枚，9／i七ンクーに通う iitflて、 し
：よ：う<iんと ‘’ilhIは；女(yると、しいてし、たお合

；わずかてしたかはあヽ｝というまに11,（をつ

し，．くしまし•ました .:: (/）ような状況になると

・ぶり）、からも fボランテ，アをll・＊めてくたさし、』

との、；菜もII凶始4: .::んな11'rfこからこそボ

うンナイアをしてるんたとぶ11/Jしても現実し

か見えすなかなか別祁してくれなかヽ）たり・1が

4ヽ‘J'11こ＇i'カ・った 1l,..rのJ~ 久を 1111,\！に 2 ~ :l 

1111ポランテ iア参)JIIさせましたが、 llj介(/)秋

-h切4/)物と 共にlと地した11改：て北IAから

返ばれ、 t1 9'’h (/） f JI吃'|0) i・リ<.Iてfせ秀1'i’

を受1\• し主した これで£!、(/）な(i、i~ ぢは（｛）t：こ

も1分し、わ->ていたのたなあと！ぷしそれそで

(/） tさも忘れてしよ＼、ました

・.Ill動物救＂伐七ンクーにも始めの 1::1しば、．）

＜岨＇）-:し、ましたか、 1いJ七ンターを迪じ令lhl

"' 



よせがき

各地から水‘りに多くの人達が、交辿())悪い119

集まり（中には北海近から3訳l•のハイクで褐

詑までフ 9')ーで浜りさらに数11Slii1かけて参

)JllしたJじ気な如さんもいました）動物の救設

に携わっていただし、たことや多額の義援金・

救援物ftを窃せていただけたことなと、動物

に対する愛品精神が，\·~'まりつつイiることを感

じると1"1時にこれま での1ihllや奥／んの災，＇；を

他人ごとのように思ヽ,,ていた1.1分が桁け無く

息えてさました

またそのJi.1fii、動物愛品というものには多

数の息いがあるようで、 I991じII的を耕つもの

l99腿．Iん））し合って紋忠の'r態を切り抜けなけ

ればならない時に、動物愛，度を掲げる各fkl・ll

体などによる話動の批判や中11,)にはいささか

うんざりしました

色々とど硲すべき．れを残した沿動であった

とは息いますが、.:(/）沿勁を通じて神Iirli！吠

1欠師会(l)知 l:）i始め他9/f！位）月ti俎帥(/)知l.Ji

の追沿感やl•91糾， J）が1,'りまったこと、｝紆段じヽ）

くり，,,r;すことのなかヽ＞た11本動物liahl協会 ・

P濱 1,i_部の）iとの動物愛，＇長に関する尖 lfiな衣

見父換がでさたこと、 般のポランティアの

人iとと動物の救，役という純枠な気けらを辿し

てコミュニケーションが1i1れたことなど、私

！ことってはtt,tな9い験として心に残って＼ヽま

す

社神戸市獣医師会獣医師 八百

1991とi’'1がと＇れぐらい必要か」「ポランティ

アの］頃は、いつ行ったらよいか,-f/J物は

何頭＼ヽ て和1gilもらわれたか」、今では‘’1り1iil

の様に息うが、それをt.'げl境細する時間やWi

は令くなかった 動物、人(/)/1i入りは1ザ17数

拾に l·.IJ 、 ，JjlliJ 名・、マスコミ 1関係、述(•の l！り

い合わせ、救設の 19(*fi、入院の依頓、 ft，•jぃ i:

との述絡、「l'i揺titの買い111しik禎、その他

(/）池粕守てんてこまいだった 我々のやった

•J（を，l叩に残す(J)は、数9れとして｝くすしかな

それは分かるがり］から晩9-10時まで働

それからの格Pl！は t;いものだった

れた人がいて、しかも数ヶ月 ljl.位で来てくれ

たらと f•JI叉思ったことか また救援物'ttを避

し‘

いて、 馴I

難所に迎んだり、テントに何J虻迅ぴ直したか、

「•を知淋にして洗潅していたポランティア

の'li等思いILiされます そしてプレハプ令に

移グ（からは、動物も人も 段沿でさた は

じめてのgの冶かった・Jt、冷JJ}や／ミ、

カ、給じ族に気をfiしった 21111 tlq)冬（よJ；~く

伯りもあり、水迫符やクーラーの喉外1喪が氷

つき、溶かすのに大変だった 自然というも

のを1li,＆,，設した気がした 蚊も）Jを入れた’lt

それは 'l!•親捜しだった 1iあるこ＇とに， JFえた

がやはりマスコミの）J：よ絶）aだった そして

i，と後の 1 頭が出て七ンクーがl~Jji'l された な

正明

くなっていく姿を見ているとf991とも，jえない

気持ちだった あんなに多く r,~た人や動物の

姿もないし、かも1；；にえなし、 ・必に静かだっ

大任を終えて

救，•長 il,動は、ただたた混，1L(/） 1|IからのII'， 1t

であった 突然に起さたK成災、そなえ冷あ

るはずもなく「罵」から始より、 [9分達でり）

り抜けていかれはならなかった その1ドで1、}

に愁じたことは、ますt&)Jしてくれるのは北

でもよかったし、物；tt、ft金はいくらでも欲

何せ f患がヽ．1．たない1り見` りがつか

それにしても働いても働いてもや

る •Jtは次から次へと i,Jjいて出てきた 例えば

しかった

なかヽ 9た

“？し」



だああこれで本当に終わったと思った，振

り返ってみると、市接動物を飼育するだけで

なく、間接的な文援も是>I必要だ-,fこと思うぐ

そして混乱の中で大なり小なり被災し、自ら

救援括動にすち卜がった人々には、敬意と惑

甜の気持ちをもって言いたい「有難う＿と令

また全国から文投してくれた）、々にも深く深

く感図しますっ我々が行った勁物救護括動は、

彼災地の復輿の助191こなることを祈らずには

いられないn

疇戸市獣医師会市巴成勝

第六至頁料縄
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